
パリ協定の概要

目的 世界共通の長期目標として、産業革命前からの平均気温の
上昇を２℃より十分下方に保持。1.5℃に抑える努力を追求。

目標 上記の目的を達するため、今世紀後半に温室効果ガスの人為
的な排出と吸収のバランスを達成できるよう、排出ピークをできる
だけ早期に迎え、最新の科学に従って急激に削減。

各国の目標 各国は、約束（削減目標）を作成・提出・維持する。削減目
標の目的を達成するための国内対策をとる。削減目標は、5年
毎に提出・更新し、従来より前進を示す。

長期戦略 全ての国が長期の低排出開発戦略を策定・提出するよう努める
べき。（COP決定で、2020年までの提出を招請）

グ ローバル ・
ストックテイク
（世界全体で
の棚卸ろし）

5年毎に全体進捗を評価するため、協定の実施を定期的に
確認する。世界全体の実施状況の確認結果は、各国の行動及
び支援を更新する際の情報となる。



【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】／公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む）／公開可能な場合は【機密性１】

1

気候変動対策
の実施

６条 市場メカニズム

13条 強化された透明性枠組

国際的なレビューと
進捗確認

13条 強化された透明性枠組

14条 グローバルストックテイク

１５条 実施と遵守の促進

国家計画策定と
政策立案

４条 NDCの策定、提出

7条 適応計画の立案
７条 適応対策の実施

４条 緩和策の実施

世界共通の長期目
標として2℃目標の
設定。1.5℃に抑え
る努力を追求する。

9,10,11条 支援の実施
（資金，技術，能力構築）

パリ協定のPDCA


